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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ：
【化１】

［式中、
　Ｗ、Ｘ、Ｙ及びＺは独立して－Ｃ＝または－Ｎ＝であり、ただしＷ、Ｘ、Ｙ及びＺの２
つ以下が－Ｎ＝であり；
　ｎは１、２または３であり；
　Ｒ１は場合により置換されているアミノまたは場合により置換されているヘテロシクロ
アルキルであり；
　Ｒ２は場合により置換されているアリール、場合により置換されているアルアルキル、
場合により置換されているシクロアルキル、場合により置換されているヘテロアリール、
場合により置換されているヘテロアルアルキル、または場合により置換されているヘテロ
シクロアルキルであり；
　Ｗが－Ｃ＝のときにはＲ３は水素、ハロ、シアノ、場合により置換されているアルキル
、場合により置換されているヘテロシクロアルキル、または場合により置換されているヘ
テロアリールであり、Ｗが－Ｎ＝のときにはＲ３は存在せず；
　Ｙが－Ｃ＝のときにはＲ４は水素、ハロ、シアノ、場合により置換されているアルキル
、場合により置換されているヘテロシクロアルキル、または場合により置換されているヘ
テロアリールであり、Ｙが－Ｎ＝のときにはＲ４は存在せず；
　Ｘが－Ｃ＝のときにはＲ５は水素、ハロ、シアノ、場合により置換されているアルキル
、場合により置換されているヘテロシクロアルキル、または場合により置換されているヘ
テロアリールであり、Ｘが－Ｎ＝のときにはＲ５は存在せず；
　Ｚが－Ｃ＝のときにはＲ１３は水素、ハロ、シアノ、ヒドロキシ、場合により置換され
ているアルキル、場合により置換されているヘテロシクロアルキル、または場合により置
換されているヘテロアリールであり、Ｚが－Ｎ＝のときにはＲ１３は存在せず；
　Ｒ６及びＲ７は独立して水素、アミノカルボニル、アルコキシカルボニル、場合により
置換されているアルキル、または場合により置換されているアルコキシであり、或いはＲ

６及びＲ７はこれらが結合している炭素と一緒になって、場合により置換されており、場
合により環中にＮ、Ｏ及びＳから選択される１～２個の追加ヘテロ原子を含む３～７員環
を形成する］
を有する化合物、並びにその製薬上許容される塩、キレート、非共有結合複合体、プロド
ラッグ及び混合物から選択される少なくとも１つの化学物質。
【請求項２】
　Ｗ、Ｘ、Ｙ及びＺの１つが－Ｎ＝である請求項１に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項３】
　Ｗ、Ｘ、Ｙ及びＺが－Ｃ＝である請求項１に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項４】
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　Ｒ１が場合により置換されているピペラジニル、場合により置換されている１，１－ジ
オキソ－１λ６－［１，２，５］チアジアゾリジン－２－イル、場合により置換されてい
る３－オキソ－テトラヒドロ－ピロロ［１，２－ｃ］オキサゾール－６－イル、場合によ
り置換されている２－オキソ－イミダゾリジン－１－イル、場合により置換されているモ
ルホリニル、場合により置換されている１，１－ジオキソ－１λ６－チオモルホリン－４
－イル、場合により置換されているピロリジン－１－イル、場合により置換されているピ
ペリジン－１－イル、場合により置換されているアゼパニル、場合により置換されている
１，４－ジアゼパニル、場合により置換されている３－オキソ－テトラヒドロ－１Ｈ－オ
キサゾロ［３，４－ａ］ピラジン－３（５Ｈ）－オン、場合により置換されている５，６
，７，８－テトラヒドロ－［１，２，４］トリアゾロ［４，３－ａ］ピラジニル、及び場
合により置換されている
【化２】

から選択される請求項１～３のいずれか１項に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項５】
　Ｒ１が場合により置換されているピペラジニル、場合により置換されているピペリジン
－１－イル、場合により置換されているピロリジン－１－イル、場合により置換されてい
るアゼパニル、または場合により置換されている１，４－ジアゼパニルである請求項４に
記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項６】
　Ｒ１が場合により置換されているピペラジニルである請求項５に記載の少なくとも１つ
の化学物質。
【請求項７】
　Ｒ１が場合により置換されているピペリジン－１－イルである請求項５に記載の少なく
とも１つの化学物質。
【請求項８】
　Ｒ１が場合により置換されているピロリジン－１－イルである請求項５に記載の少なく
とも１つの化学物質。
【請求項９】
　式Ｉを有する化合物が式Ｉｂ：
【化３】

（式中、Ｒ８は低級アルキルであり；Ｒ９は場合により置換されているアルキル、場合に
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より置換されているヘテロシクロアルキル、場合により置換されているアシル、または場
合により置換されているスルホニルである）
を有する化合物から選択される請求項１に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項１０】
　Ｒ９が－（ＣＯ）ＯＲ１０（ここで、Ｒ１０は水素または低級アルキルである）である
請求項９に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項１１】
　Ｒ９が－（ＳＯ２）－Ｒ１７｛ここで、Ｒ１７は低級アルキルまたは－ＮＲ１１Ｒ１２

（ここで、Ｒ１１及びＲ１２は独立して水素または低級アルキルである）である｝である
請求項９に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項１２】
　Ｒ９が場合によりアミノまたは置換アミノで置換されているアルキルである請求項９に
記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項１３】
　Ｒ９が場合により置換されているヘテロシクロアルキルである請求項９に記載の少なく
とも１つの化学物質。
【請求項１４】
　Ｒ８がメチルまたはエチルである請求項９～１３のいずれか１項に記載の少なくとも１
つの化学物質。
【請求項１５】
　式Ｉを有する化合物が式Ｉｃ：

【化４】

（式中、
Ｔ１は－ＣＨＲ１４－、－ＮＲ１４ＣＨＲ１５－、－ＣＨＲ１５ＮＲ１４－または－ＣＨ
Ｒ１４ＣＨＲ１５－であり；
Ｒ１４及びＲ１５は各々独立して水素、場合により置換されているアルキル、場合により
置換されているアシル、カルボキシ、場合により置換されている低級アルコキシカルボニ
ル、場合により置換されているアミノカルボニル、場合により置換されているアルコキシ
、場合により置換されているシクロアルコキシ、場合により置換されているスルホニル、
場合により置換されているアミノ、場合により置換されているシクロアルキル、及び場合
により置換されているヘテロシクロアルキルから選択される）
を有する化合物から選択される請求項１に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項１６】
　Ｒ１４及びＲ１５が独立して水素、メチル、カルボキシ、メトキシカルボニル、エトキ
シカルボニル、プロポキシカルボニル、イソプロポキシカルボニル、ｔｅｒｔ－ブトキシ
カルボニル、ベンジルオキシカルボニル、Ｎ，Ｎ－Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイル、アセ
チル、メチルアセチル、ジメチルアセチル、プロポキシ、メトキシ、シクロヘキシルメチ
ルオキシ、メチルスルホニル、エチルスルホニル、ｎ－プロピルスルホニル、イソプロピ
ルスルホニル、アゼチジン－１－イルスルホニル、ジメチルアミノスルホニル、メタンス
ルホンアミド、Ｎ－メチル－メタンスルホンアミド、エタンスルホンアミド、Ｎ－メチル
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－エタンスルホンアミド、Ｎ－メトキシカルボニル－Ｎ－メチルアミノ、Ｎ－エトキシカ
ルボニル－Ｎ－メチルアミノ、Ｎ－イソプロポキシカルボニル－Ｎ－メチルアミノ、Ｎ－
ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニル－Ｎ－メチルアミノ、アセトアミド、Ｎ－メチルアセトア
ミド、Ｎ－メチルプロピオンアミド、Ｎ－メチルイソブチルアミド、アミノ、メチルアミ
ノ、ジメチルアミノ、Ｎ－メチル－（ジメチルアミノスルホニル）アミノ及びピペリジン
－１－イルから選択される請求項１５に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項１７】
　Ｒ２が場合により置換されているフェニル、場合により置換されているナフチル、場合
により置換されているピロリル、場合により置換されているチアゾリル、場合により置換
されているイソオキサゾリル、場合により置換されているピラゾリル、場合により置換さ
れているオキサゾリル、場合により置換されている１，３，４－オキサジアゾリル、場合
により置換されているピリジニル、場合により置換されているピラジニル、場合により置
換されているピリミジニル、及び場合により置換されているピリダジニルから選択される
請求項１～１６のいずれか１項に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項１８】
　Ｒ２がピリジン－３－イル、ピリジン－４－イル、ピリジン－１－オキシド、フェニル
、ピリミジン－５－イル及びイソオキサゾール－３－イルから選択され、前記したピリジ
ン－３－イル、ピリジン－４－イル、ピリジン－１－オキシド、フェニル、ピリミジン－
５－イル及びイソオキサゾール－３－イルが場合により低級アルキル、低級アルコキシ、
ハロ、シアノまたはアセチルで置換されている請求項１５に記載の少なくとも１つの化学
物質。
【請求項１９】
　Ｒ２が場合により低級アルキルで置換されているピリジン－３－イルであり、Ｒ２が場
合により低級アルキルで置換されているピリジン－４－イル、場合によりハロで置換され
ているフェニル、場合により置換されているピリミジン－５－イル、または場合により置
換されているイソオキサゾール－３－イルである請求項１７または１８に記載の少なくと
も１つの化学物質。
【請求項２０】
　式Ｉを有する化合物が式Ｉｄ：
【化５】

（式中、Ｔ２は－Ｃ＝または－Ｎ＝であり；Ｒ１６は水素、ハロ、シアノ、場合により置
換されているアルキル及び場合により置換されているアルコキシから選択される）
を有する化合物から選択される請求項１５に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項２１】
　Ｔ２が－Ｃ＝である請求項２０に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項２２】
　Ｔ２が－Ｎ＝である請求項２０に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項２３】
　Ｒ１６が水素、メチル、フルオロ、シアノ、メトキシ及びアセチルから選択される請求
項２０～２２のいずれか１項に記載の少なくとも１つの化学物質。
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【請求項２４】
　Ｒ１６が水素またはメチルである請求項２３に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項２５】
　Ｒ３が水素、シアノ、フルオロ、クロロまたはメチルである請求項１～２４のいずれか
１項に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項２６】
　Ｒ３が水素またはフルオロである請求項２５に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項２７】
　Ｒ４及びＲ５が独立して水素、ピリジニル、ハロ、及び場合により置換されている低級
アルキルから選択される請求項１～２６のいずれか１項に記載の少なくとも１つの化学物
質。
【請求項２８】
　Ｒ４が水素、ピリジニル、トリフルオロメチルまたはフルオロである請求項２７に記載
の少なくとも１つの化学物質。
【請求項２９】
　Ｒ５が水素、クロロ、フルオロ、メチルまたはトリフルオロメチルである請求項２７ま
たは２８に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項３０】
　Ｒ１３が水素、ハロ、ヒドロキシまたは低級アルキルである請求項１～２９のいずれか
１項に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項３１】
　Ｒ１３が水素またはフルオロである請求項３０に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項３２】
　ｎが１である請求項１～３１のいずれか１項に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項３３】
　ｎが２である請求項１～３１のいずれか１項に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項３４】
　ｎが３である請求項１～３１のいずれか１項に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項３５】
　Ｒ６及びＲ７が独立して水素またはメチルである請求項１～３４のいずれか１項に記載
の少なくとも１つの化学物質。
【請求項３６】
　Ｒ６及びＲ７が水素である請求項１～３５のいずれか１項に記載の少なくとも１つの化
学物質。
【請求項３７】
　Ｒ６がメチルであり、Ｒ７が水素である請求項３２に記載の少なくとも１つの化学物質
。
【請求項３８】
　Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びＲ１３が水素である請求項１～３７のいずれか１項に記載の少な
くとも１つの化学物質。
【請求項３９】
　Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びＲ１３の１つがハロ、メチルまたはシアノであり、他が水素であ
る請求項１～３７のいずれか１項に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項４０】
　Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びＲ１３の２つがハロまたはシアノであり、他が水素である請求項
１～３７のいずれか１項に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項４１】
　Ｗ、Ｘ、Ｙ及びＺが－Ｃ＝であり；
ｎが１、２または３であり；
Ｒ１が－ＮＲ８Ｒ９（ここで、Ｒ８は低級アルキルであり、Ｒ９は場合により置換されて
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いるアシルまたは場合により置換されているスルホニルである）であり；
Ｒ２が場合により低級アルキルで置換されているピリジン－３－イル、場合によりハロで
置換されているフェニル、場合により置換されているピリミジン－５－イル、または場合
により置換されているイソオキサゾール－３－イルであり；
Ｒ３が水素またはフルオロであり；
Ｒ４が水素、ピリジニルまたはフルオロであり；
Ｒ５が水素またはフルオロであり；
Ｒ６及びＲ７が独立して水素またはメチルであり；
Ｒ１３が水素またはフルオロである；
請求項１に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項４２】
　Ｗ、Ｘ、Ｙ及びＺが－Ｃ＝であり；
ｎが１、２または３であり；
Ｒ１が－ＮＲ８Ｒ９（ここで、Ｒ８は低級アルキルであり、Ｒ９は場合により置換されて
いるアシルまたは場合により置換されているスルホニルである）であり；
Ｒ２が場合により低級アルキルで置換されているピリジン－３－イル、場合によりハロで
置換されているフェニル、場合により置換されているピリミジン－５－イル、または場合
により置換されているイソオキサゾール－３－イルであり；
Ｒ３が水素またはフルオロであり；
Ｒ４が水素、ピリジニルまたはフルオロであり；
Ｒ５が水素またはフルオロであり；
Ｒ６及びＲ７が独立して水素またはメチルであり；
Ｒ１３が水素またはフルオロであり；
ただしＲ３、Ｒ４及びＲ５の１つは水素でない
請求項１に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項４３】
　Ｗ、Ｘ、Ｙ及びＺが－Ｃ＝であり；
ｎが１、２または３であり；
Ｒ１が場合により置換されている５～７員の窒素含有ヘテロ環であり、このヘテロ環は場
合によりヘテロ環式環中に追加の酸素、窒素または硫黄を含み；
Ｒ２が場合により低級アルキルで置換されているピリジン－３－イル、場合によりハロで
置換されているフェニル、場合により置換されているピリミジン－５－イル、または場合
により置換されているイソオキサゾール－３－イルであり；
Ｒ３が水素またはフルオロであり；
Ｒ４が水素、ピリジニルまたはフルオロであり；
Ｒ５が水素またはフルオロであり；
Ｒ６及びＲ７が独立して水素またはメチルであり；
Ｒ１３が水素またはフルオロである
請求項１に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項４４】
　Ｗ、Ｘ、Ｙ及びＺが－Ｃ＝であり；
ｎが１、２または３であり；
Ｒ１が場合により置換されている５～７員の窒素含有ヘテロ環であり、このヘテロ環は場
合によりヘテロ環式環中に追加の酸素、窒素または硫黄を含み；
Ｒ２が場合により低級アルキルで置換されているピリジン－３－イル、場合によりハロで
置換されているフェニル、場合により置換されているピリミジン－５－イル、または場合
により置換されているイソオキサゾール－３－イルであり；
Ｒ３が水素またはフルオロであり；
Ｒ４が水素、ピリジニルまたはフルオロであり；
Ｒ５が水素またはフルオロであり；
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Ｒ６及びＲ７が独立して水素またはメチルであり；
Ｒ１３が水素またはフルオロであり；
ただしＲ３、Ｒ４及びＲ５の１つは水素でない
請求項１に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項４５】
　式１を有する化合物が
４－［（２－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－（｛３－フルオロ－５－［（３－ピリジルアミノ）カルボニルアミノ］フェニル｝メ
チル）メトキシ－Ｎ－メチルカルボキサミド、
Ｎ－［（３－フルオロ－５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）メチル］メトキシ－Ｎ－メチルカルボキサミド、
Ｎ－［３－（｛［（ジメチルアミノ）スルホニル］メチルアミノ｝メチル）－５－フルオ
ロフェニル］（３－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
Ｎ－［３－（｛［（ジメチルアミノ）スルホニル］メチルアミノ｝メチル）－５－フルオ
ロフェニル］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－（３－｛［（エチルスルホニル）メチルアミノ］メチル｝－５－フルオロフェニル）
［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
４－（｛３－フルオロ－５－［（３－ピリジルアミノ）カルボニルアミノ］フェニル｝メ
チル）ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－（３－｛［４－（エチルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝－５－フルオロフェニ
ル）（３－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
４－［（３－フルオロ－５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－（３－｛［４－（エチルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝－５－フルオロフェニ
ル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［３－（｛４－［（ジメチルアミノ）スルホニル］ピペラジニル｝メチル）－５－フ
ルオロフェニル］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［３－（｛４－［（ジメチルアミノ）スルホニル］ピペラジニル｝メチル）－５－フ
ルオロフェニル］（３－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
Ｎ－［３－（｛４－［（ジメチルアミノ）スルホニル］ピペラジニル｝メチル）－５－フ
ルオロフェニル］［（４－フルオロフェニル）アミノ］カルボキサミド、
４－［（３－フルオロ－５－｛［（４－フルオロフェニル）アミノ］カルボニルアミノ｝
フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－（３－｛［４－（エチルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝－５－フルオロフェニ
ル）［（４－フルオロフェニル）アミノ］カルボキサミド、
４－（｛４－フルオロ－３－［（３－ピリジルアミノ）カルボニルアミノ］フェニル｝メ
チル）ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－［５－（｛４－［（ジメチルアミノ）スルホニル］ピペラジニル｝メチル）－２－フ
ルオロフェニル］（３－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
Ｎ－（５－｛［４－（エチルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝－２－フルオロフェニ
ル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－（５－｛［４－（エチルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝－２－フルオロフェニ
ル）（３－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
Ｎ－［５－（｛４－［（ジメチルアミノ）スルホニル］ピペラジニル｝メチル）－２－フ
ルオロフェニル］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
４－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－｛３－［（４－アセチルピペラジニル）メチル］－５－フルオロフェニル｝［（６－
メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
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Ｎ－（５－フルオロ－３－｛［４－（メチルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝フェニ
ル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［５－フルオロ－３－（｛４－［（メチルエチル）スルホニル］ピペラジニル｝メチ
ル）フェニル］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－（５－フルオロ－３－｛［４－（２－メトキシアセチル）ピペラジニル］メチル｝フ
ェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－（５－フルオロ－３－｛［４－（プロピルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝フェ
ニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［３－（｛４－［（１Ｅ）－１－（ジメチルアミノ）－２－シアノ－２－アザビニル
］ピペラジニル｝メチル）－５－フルオロフェニル］［（６－メチル（３－ピリジル））
アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛５－フルオロ－３－［（５－メチル－１，１－ジオキソ（１，２，５－チアジアゾ
リジン－２－イル））メチル］フェニル｝（３－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
Ｎ－｛５－フルオロ－３－［（５－メチル－１，１－ジオキソ（１，２，５－チアジアゾ
リジン－２－イル））メチル］フェニル｝［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カ
ルボキサミド、
Ｎ－｛５－フルオロ－３－［（５－メチル－１，１－ジオキソ（１，２，５－チアジアゾ
リジン－２－イル））メチル］フェニル｝［（４－フルオロフェニル）アミノ］カルボキ
サミド、
４－［（２－フルオロ－５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－（３－｛［４－（エチルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝－４－フルオロフェニ
ル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［３－（｛４－［（ジメチルアミノ）スルホニル］ピペラジニル｝メチル）－４－フ
ルオロフェニル］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
４－（｛２－フルオロ－５－［（３－ピリジルアミノ）カルボニルアミノ］フェニル｝メ
チル）ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－（３－｛［４－（エチルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝－４－フルオロフェニ
ル）（３－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
Ｎ－［３－（｛４－［（ジメチルアミノ）スルホニル］ピペラジニル｝メチル）－４－フ
ルオロフェニル］（３－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
４－（｛３－［（３－ピリジルアミノ）カルボニルアミノ］フェニル｝メチル）ピペラジ
ンカルボン酸メチル、
Ｎ－（３－｛［４－（エチルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝フェニル）（３－ピリ
ジルアミノ）カルボキサミド、
Ｎ－（３－｛［４－（エチルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝フェニル）［（６－メ
チル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
４－［（３－｛［（６－メチル－３－ピリジル）アミノ］カルボニルアミノ｝フェニル）
メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－［３－（｛４－［（ジメチルアミノ）スルホニル］ピペラジニル｝メチル）フェニル
］（３－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
Ｎ－［３－（｛４－［（ジメチルアミノ）スルホニル］ピペラジニル｝メチル）フェニル
］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛５－フルオロ－３－［（３－メチル－２－オキソイミダゾリジニル）メチル］フェ
ニル｝（３－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
Ｎ－｛５－フルオロ－３－［（３－メチル－２－オキソイミダゾリジニル）メチル］フェ
ニル｝［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛５－フルオロ－３－［（４－メチル－３－オキソピペラジニル）メチル］フェニル
｝（３－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
Ｎ－［３－フルオロ－５－（ピペリジルメチル）フェニル］［（６－メチル（３－ピリジ
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ル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［３－フルオロ－５－（ピペリジルメチル）フェニル］（３－ピリジルアミノ）カル
ボキサミド、
Ｎ－［３－（｛（３Ｓ）－４－［（ジメチルアミノ）スルホニル］－３－（メトキシメチ
ル）ピペラジニル｝メチル）－５－フルオロフェニル］（３－ピリジルアミノ）カルボキ
サミド、
Ｎ－（３－｛［（３Ｓ）－４－（エチルスルホニル）－３－（メトキシメチル）ピペラジ
ニル］メチル｝－５－フルオロフェニル）（３－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
（２Ｓ）－４－（｛５－フルオロ－３－［（３－ピリジルアミノ）カルボニルアミノ］フ
ェニル｝メチル）－２－（メトキシメチル）ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－［３－（｛（３Ｓ）－４－［（ジメチルアミノ）スルホニル］－３－（メトキシメチ
ル）ピペラジニル｝メチル）－５－フルオロフェニル］［（６－メチル（３－ピリジル）
）アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－（３－｛［（３Ｓ）－４－（エチルスルホニル）－３－（メトキシメチル）ピペラジ
ニル］メチル｝－５－フルオロフェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カ
ルボキサミド、
（２Ｓ）－４－［（５－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カ
ルボニルアミノ｝フェニル）メチル］－２－（メトキシメチル）ピペラジンカルボン酸メ
チル、
Ｎ－［５－フルオロ－３－（モルホリン－４－イルメチル）フェニル］［（６－メチル（
３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［５－フルオロ－３－（モルホリン－４－イルメチル）フェニル］（３－ピリジルア
ミノ）カルボキサミド、
Ｎ－｛３－［（１，１－ジオキソ（１，４－チアザペルヒドロイン－４－イル））メチル
］－５－フルオロフェニル｝［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド
、
Ｎ－｛３－［（１，１－ジオキソ（１，４－チアザペルヒドロイン－４－イル））メチル
］－５－フルオロフェニル｝（３－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
Ｎ－｛５－フルオロ－３－［（４－メチルピペラジニル）メチル］フェニル｝［（６－メ
チル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛５－フルオロ－３－［（４－メチルピペラジニル）メチル］フェニル｝（３－ピリ
ジルアミノ）カルボキサミド、
Ｎ－｛３－［（（３Ｓ）－３－｛［（ジメチルアミノ）スルホニル］メチルアミノ｝ピロ
リジニル）メチル］－５－フルオロフェニル｝（３－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
Ｎ－［３－（｛（３Ｓ）－３－［（エチルスルホニル）メチルアミノ］ピロリジニル｝メ
チル）－５－フルオロフェニル］（３－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
Ｎ－［（３Ｓ）－１－（｛３－フルオロ－５－［（３－ピリジルアミノ）カルボニルアミ
ノ］フェニル｝メチル）ピロリジン－３－イル］メトキシ－Ｎ－メチルカルボキサミド、
Ｎ－｛３－［（（３Ｓ）－３－｛［（ジメチルアミノ）スルホニル］メチルアミノ｝ピロ
リジニル）メチル］－５－フルオロフェニル｝［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ
］カルボキサミド、
Ｎ－［３－（｛（３Ｓ）－３－［（エチルスルホニル）メチルアミノ］ピロリジニル｝メ
チル）－５－フルオロフェニル］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサ
ミド、
Ｎ－｛（３Ｓ）－１－［（３－フルオロ－５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミ
ノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］ピロリジン－３－イル｝メトキシ－Ｎ－メチ
ルカルボキサミド、
Ｎ－（５－フルオロ－３－｛［４－（メチルスルホニル）ピペリジル］メチル｝フェニル
）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－（５－フルオロ－３－｛［４－（メチルスルホニル）ピペリジル］メチル｝フェニル
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）（３－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
Ｎ－（３－｛［４－（エチルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝－５－フルオロフェニ
ル）（ピリミジン－５－イルアミノ）カルボキサミド、
Ｎ－［３－（｛４－［（ジメチルアミノ）スルホニル］ピペラジニル｝メチル）－５－フ
ルオロフェニル］（ピリミジン－５－イルアミノ）カルボキサミド、
１－［（３－フルオロ－５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）メチル］ピペリジン－４－カルボン酸メチル、
１－（｛３－フルオロ－５－［（３－ピリジルアミノ）カルボニルアミノ］フェニル｝メ
チル）ピペリジン－４－カルボン酸メチル、
４－［（３－フルオロ－５－｛［（５－メチルイソオキサゾール－３－イル）アミノ］カ
ルボニルアミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－［３－（｛４－［（ジメチルアミノ）スルホニル］ピペラジニル｝メチル）－５－フ
ルオロフェニル］［（５－メチルイソオキサゾール－３－イル）アミノ］カルボキサミド
、
Ｎ－（３－｛［４－（エチルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝－５－フルオロフェニ
ル）［（５－メチルイソオキサゾール－３－イル）アミノ］カルボキサミド、
（｛５－［（（３Ｒ）－３－｛［（ジメチルアミノ）スルホニル］メチルアミノ｝ピペリ
ジル）メチル］－３－フルオロフェニル｝アミノ）－Ｎ－（３－ピリジル）カルボキサミ
ド、
｛［５－（｛（３Ｒ）－３－［（エチルスルホニル）メチルアミノ］ピペリジル｝メチル
）－３－フルオロフェニル］アミノ｝－Ｎ－（３－ピリジル）カルボキサミド、
Ｎ－［（３Ｒ）－１－（｛５－フルオロ－３－［（Ｎ－（３－ピリジル）カルバモイル）
アミノ］フェニル｝メチル）（３－ピペリジル）］メトキシ－Ｎ－メチルカルボキサミド
、
（｛５－［（（３Ｒ）－３－｛［（ジメチルアミノ）スルホニル］メチルアミノ｝ピペリ
ジル）メチル］－３－フルオロフェニル｝アミノ）－Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル）
）カルボキサミド、
｛［５－（｛（３Ｒ）－３－［（エチルスルホニル）メチルアミノ］ピペリジル｝メチル
）－３－フルオロフェニル］アミノ｝－Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル））カルボキサ
ミド、
Ｎ－｛（３Ｒ）－１－［（５－フルオロ－３－｛［Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル））
カルバモイル］アミノ｝フェニル）メチル］（３－ピペリジル）｝メトキシ－Ｎ－メチル
カルボキサミド、
４－（｛３－フルオロ－５－［（イソオキサゾール－３－イルアミノ）カルボニルアミノ
］フェニル｝メチル）ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－（３－｛［４－（エチルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝－５－フルオロフェニ
ル）（イソオキサゾール－３－イルアミノ）カルボキサミド、
Ｎ－［３－（｛４－［（ジメチルアミノ）スルホニル］ピペラジニル｝メチル）－５－フ
ルオロフェニル］（イソオキサゾール－３－イルアミノ）カルボキサミド、
Ｎ－［５－フルオロ－３－（｛４－［メチル（メチルスルホニル）アミノ］ピペリジル｝
メチル）フェニル］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［３－（｛４－［（エチルスルホニル）メチルアミノ］ピペリジル｝メチル）－５－
フルオロフェニル］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛３－［（４－｛［（ジメチルアミノ）スルホニル］メチルアミノ｝ピペリジル）メ
チル］－５－フルオロフェニル｝［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサ
ミド、
Ｎ－｛１－［（３－フルオロ－５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボ
ニルアミノ｝フェニル）メチル］（４－ピペリジル）｝メトキシ－Ｎ－メチルカルボキサ
ミド、
Ｎ－｛１－［（３－フルオロ－５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボ
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ニルアミノ｝フェニル）メチル］（４－ピペリジル）｝－Ｎ－メチルアセトアミド、
４－［（３－フルオロ－５－｛［（２－メチルピリミジン－５－イル）アミノ］カルボニ
ルアミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－［５－フルオロ－３－（｛４－［メチル（メチルスルホニル）アミノ］ピペリジル｝
メチル）フェニル］（３－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
Ｎ－［３－（｛４－［（エチルスルホニル）メチルアミノ］ピペリジル｝メチル）－５－
フルオロフェニル］（３－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
Ｎ－｛３－［（４－｛［（ジメチルアミノ）スルホニル］メチルアミノ｝ピペリジル）メ
チル］－５－フルオロフェニル｝（３－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
Ｎ－［１－（｛３－フルオロ－５－［（３－ピリジルアミノ）カルボニルアミノ］フェニ
ル｝メチル）（４－ピペリジル）］メトキシ－Ｎ－メチルカルボキサミド、
Ｎ－［１－（｛３－フルオロ－５－［（３－ピリジルアミノ）カルボニルアミノ］フェニ
ル｝メチル）（４－ピペリジル）］－Ｎ－メチルアセトアミド、
Ｎ－［５－フルオロ－３－（｛４－［メチル（メチルスルホニル）アミノ］ピペリジル｝
メチル）フェニル］［（４－フルオロフェニル）アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［３－（｛４－［（エチルスルホニル）メチルアミノ］ピペリジル｝メチル）－５－
フルオロフェニル］［（４－フルオロフェニル）アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛３－［（４－｛［（ジメチルアミノ）スルホニル］メチルアミノ｝ピペリジル）メ
チル］－５－フルオロフェニル｝［（４－フルオロフェニル）アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛１－［（３－フルオロ－５－｛［（４－フルオロフェニル）アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）メチル］（４－ピペリジル）｝メトキシ－Ｎ－メチルカルボキサミド、
Ｎ－｛１－［（３－フルオロ－５－｛［（４－フルオロフェニル）アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）メチル］（４－ピペリジル）｝－Ｎ－メチルアセトアミド、
（ｔｅｒｔ－ブトキシ）－Ｎ－｛１－［（３－フルオロ－５－｛［（６－メチル（３－ピ
リジル））アミノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］（４－ピペリジル）｝－Ｎ－
メチルカルボキサミド、
（ｔｅｒｔ－ブトキシ）－Ｎ－［１－（｛３－フルオロ－５－［（３－ピリジルアミノ）
カルボニルアミノ］フェニル｝メチル）（４－ピペリジル）］－Ｎ－メチルカルボキサミ
ド、
（ｔｅｒｔ－ブトキシ）－Ｎ－｛１－［（３－フルオロ－５－｛［（４－フルオロフェニ
ル）アミノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］（４－ピペリジル）｝－Ｎ－メチル
カルボキサミド、
Ｎ－（５－フルオロ－３－｛［４－（メチルアミノ）ピペリジル］メチル｝フェニル）［
（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－（５－フルオロ－３－｛［４－（メチルアミノ）ピペリジル］メチル｝フェニル）（
３－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
４－（｛４－フルオロ－３－［（１，３－オキサゾール－２－イルアミノ）カルボニルア
ミノ］フェニル｝メチル）ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（４－フルオロ－３－｛［（５－メチルイソオキサゾール－３－イル）アミノ］カ
ルボニルアミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（４－フルオロ－３－｛［（２－メチルピリミジン－５－イル）アミノ］カルボニ
ルアミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（４－フルオロ－３－｛［（１－メチルピラゾール－３－イル）アミノ］カルボニ
ルアミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
１－［（３－フルオロ－５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）メチル］ピペリジン－４－カルボン酸、
１－（｛３－フルオロ－５－［（３－ピリジルアミノ）カルボニルアミノ］フェニル｝メ
チル）ピペリジン－４－カルボン酸、
Ｎ－［２－フルオロ－５－（モルホリン－４－イルメチル）フェニル］［（６－メチル（
３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
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４－（｛４－フルオロ－３－［（ピリミジン－５－イルアミノ）カルボニルアミノ］フェ
ニル｝メチル）ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－｛（３Ｒ）－１－［（４－フルオロ－３－｛［Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル））
カルバモイル］アミノ｝フェニル）メチル］（３－ピペリジル）｝メトキシ－Ｎ－メチル
カルボキサミド、
Ｎ－｛（３Ｒ）－１－［（４－フルオロ－３－｛［Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル））
カルバモイル］アミノ｝フェニル）メチル］（３－ピペリジル）｝エトキシ－Ｎ－メチル
カルボキサミド、
Ｎ－｛（３Ｒ）－１－［（４－フルオロ－３－｛［Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル））
カルバモイル］アミノ｝フェニル）メチル］（３－ピペリジル）｝－Ｎ－メチル（メチル
エトキシ）カルボキサミド、
Ｎ－｛（３Ｒ）－１－［（４－フルオロ－３－｛［Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル））
カルバモイル］アミノ｝フェニル）メチル］（３－ピペリジル）｝－Ｎ－メチルアセトア
ミド、
Ｎ－｛（３Ｒ）－１－［（４－フルオロ－３－｛［Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル））
カルバモイル］アミノ｝フェニル）メチル］（３－ピペリジル）｝－Ｎ－メチルプロパン
アミド、
Ｎ－｛（３Ｒ）－１－［（４－フルオロ－３－｛［Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル））
カルバモイル］アミノ｝フェニル）メチル］（３－ピペリジル）｝－２－メチル－Ｎ－メ
チルプロパンアミド、
４－［（４－フルオロ－３－｛［（５－メチル（１，３，４－オキサジアゾール－２－イ
ル））アミノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（４－フルオロ－３－｛［（４－メチル（１，３－オキサゾール－２－イル））ア
ミノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（４－クロロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルアミ
ノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸エチル、
４－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチルエチル、
Ｎ－｛５－［（４－アセチルピペラジニル）メチル］－２－フルオロフェニル｝［（６－
メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛２－フルオロ－５－［（４－プロパノイルピペラジニル）メチル］フェニル｝［（
６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－（２－フルオロ－５－｛［４－（２－メチルプロパノイル）ピペラジニル］メチル｝
フェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［５－（｛（３Ｒ）－３－［（ｔｅｒｔ－ブトキシ）－Ｎ－メチルカルボニルアミノ
］ピロリジニル｝メチル）－２－フルオロフェニル］［（６－メチル（３－ピリジル））
アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－（５－｛［（３Ｒ）－３－（メチルアミノ）ピロリジニル］メチル｝－２－フルオロ
フェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－（５－｛［（３Ｒ）－３－（メトキシ－Ｎ－メチルカルボニルアミノ）ピロリジニル
］メチル｝－２－フルオロフェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボ
キサミド、
Ｎ－（５－｛［（３Ｒ）－３－（エトキシ－Ｎ－メチルカルボニルアミノ）ピロリジニル
］メチル｝－２－フルオロフェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボ
キサミド、
Ｎ－［５－（｛（３Ｒ）－３－［Ｎ－メチル（メチルエトキシ）カルボニルアミノ］ピロ
リジニル｝メチル）－２－フルオロフェニル］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ
］カルボキサミド、
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Ｎ－｛（３Ｒ）－１－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミ
ノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］ピロリジン－３－イル｝－Ｎ－メチルアセト
アミド、
Ｎ－（５－｛［４－（Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイル）ピペリジル］メチル｝－３－フル
オロフェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－（３－フルオロ－５－｛［４－（Ｎ－メチルカルバモイル）ピペリジル］メチル｝フ
ェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛（３Ｓ）－１－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミ
ノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］（３－ピペリジル）｝（ｔｅｒｔ－ブトキシ
）－Ｎ－メチルカルボキサミド、
Ｎ－｛２－フルオロ－５－［（５－プロパノイル－２，５－ジアザビシクロ［２．２．１
］ヘプタ－２－イル）メチル］フェニル｝［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カ
ルボキサミド、
４－［（４－メチル－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルアミ
ノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
（２Ｓ）－４－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カ
ルボニルアミノ｝フェニル）メチル］－２－（メトキシメチル）ピペラジンカルボン酸ｔ
ｅｒｔ－ブチル、
（２Ｓ）－４－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カ
ルボニルアミノ｝フェニル）メチル］－２－（メトキシメチル）ピペラジンカルボン酸メ
チル、
（２Ｓ）－４－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カ
ルボニルアミノ｝フェニル）メチル］－２－（メトキシメチル）ピペラジンカルボン酸エ
チル、
（２Ｓ）－４－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カ
ルボニルアミノ｝フェニル）メチル］－２－（メトキシメチル）ピペラジンカルボン酸メ
チルエチル、
Ｎ－（５－｛［（３Ｓ）－４－アセチル－３－（メトキシメチル）ピペラジニル］メチル
｝－２－フルオロフェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド
、
Ｎ－（５－｛［（３Ｓ）－３－（メトキシメチル）－４－プロパノイルピペラジニル］メ
チル｝－２－フルオロフェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサ
ミド、
Ｎ－（５－｛［（３Ｓ）－３－（メトキシメチル）－４－（２－メチルプロパノイル）ピ
ペラジニル］メチル｝－２－フルオロフェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミ
ノ］カルボキサミド、
Ｎ－（５－｛［（３Ｓ）－３－（メトキシ－Ｎ－メチルカルボニルアミノ）ピロリジニル
］メチル｝－２－フルオロフェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボ
キサミド、
Ｎ－（５－｛［（３Ｓ）－３－（エトキシ－Ｎ－メチルカルボニルアミノ）ピロリジニル
］メチル｝－２－フルオロフェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボ
キサミド、
Ｎ－［５－（｛（３Ｓ）－３－［Ｎ－メチル（メチルエトキシ）カルボニルアミノ］ピロ
リジニル｝メチル）－２－フルオロフェニル］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ
］カルボキサミド、
Ｎ－｛（３Ｓ）－１－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミ
ノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］ピロリジン－３－イル｝－Ｎ－メチルアセト
アミド、
Ｎ－｛（３Ｓ）－１－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミ
ノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］ピロリジン－３－イル｝－Ｎ－メチルプロパ
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ンアミド、
Ｎ－｛（３Ｓ）－１－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミ
ノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］ピロリジン－３－イル｝－２－メチル－Ｎ－
メチルプロパンアミド、
Ｎ－（２－フルオロ－５－｛［４－（メトキシ－Ｎ－メチルカルボニルアミノ）ピペリジ
ル］メチル｝フェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－（５－｛［４－（エトキシ－Ｎ－メチルカルボニルアミノ）ピペリジル］メチル｝－
２－フルオロフェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［２－フルオロ－５－（｛４－［Ｎ－メチル（メチルエトキシ）カルボニルアミノ］
ピペリジル｝メチル）フェニル］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサ
ミド、
Ｎ－｛１－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボ
ニルアミノ｝フェニル）メチル］（４－ピペリジル）｝－Ｎ－メチルアセトアミド、
Ｎ－｛１－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボ
ニルアミノ｝フェニル）メチル］（４－ピペリジル）｝－Ｎ－メチルプロパンアミド、
Ｎ－｛１－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボ
ニルアミノ｝フェニル）メチル］（４－ピペリジル）｝－２－メチル－Ｎ－メチルプロパ
ンアミド、
Ｎ－｛（３Ｒ）－１－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミ
ノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］ピロリジン－３－イル｝－Ｎ－メチルプロパ
ンアミド、
Ｎ－｛（３Ｒ）－１－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミ
ノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］ピロリジン－３－イル｝－２－メチル－Ｎ－
メチルプロパンアミド、
Ｎ－｛５－［（（３Ｓ，５Ｒ）－３，５－ジメチルモルホリン－４－イル）メチル］－２
－フルオロフェニル｝［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛５－［（（１Ｓ，４Ｓ）－５－オキサ－２－アザビシクロ［２．２．１］ヘプタ－
２－イル）メチル］－２－フルオロフェニル｝［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ
］カルボキサミド、
Ｎ－｛（３Ｓ）－１－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミ
ノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］（３－ピペリジル）｝メトキシ－Ｎ－メチル
カルボキサミド、
Ｎ－｛（３Ｓ）－１－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミ
ノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］（３－ピペリジル）｝エトキシ－Ｎ－メチル
カルボキサミド、
Ｎ－｛（３Ｓ）－１－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミ
ノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］（３－ピペリジル）｝－Ｎ－メチル（メチル
エトキシ）カルボキサミド、
４－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸ｔｅｒｔ－ブチル、
Ｎ－｛（３Ｓ）－１－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミ
ノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］（３－ピペリジル）｝－Ｎ－メチルアセトア
ミド、
Ｎ－［２－フルオロ－５－（ピペラジニルメチル）フェニル］［（６－メチル（３－ピリ
ジル））アミノ］カルボキサミド、
（２Ｒ）－４－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カ
ルボニルアミノ｝フェニル）メチル］－２－（メトキシメチル）ピペラジンカルボン酸メ
チル、
Ｎ－（５－｛［（３Ｒ）－４－アセチル－３－（メトキシメチル）ピペラジニル］メチル
｝－２－フルオロフェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド
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、
（２Ｒ）－４－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カ
ルボニルアミノ｝フェニル）メチル］－２－（メトキシメチル）ピペラジンカルボン酸エ
チル、
（２Ｒ）－４－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カ
ルボニルアミノ｝フェニル）メチル］－２－（メトキシメチル）ピペラジンカルボン酸メ
チルエチル、
Ｎ－（５－｛［（３Ｒ）－３－（メトキシメチル）－４－（メチルスルホニル）ピペラジ
ニル］メチル｝－２－フルオロフェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カ
ルボキサミド、
Ｎ－（５－｛［（３Ｓ）－３－（メチルアミノ）ピペリジル］メチル｝－２－フルオロフ
ェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛（３Ｓ）－１－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミ
ノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］（３－ピペリジル）｝－Ｎ－メチルプロパン
アミド、
Ｎ－｛（３Ｓ）－１－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミ
ノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］（３－ピペリジル）｝－２－メチル－Ｎ－メ
チルプロパンアミド、
４－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）メチル］－１，４－ジアザペルヒドロエピンカルボン酸ｔｅｒｔ－ブチ
ル、
Ｎ－（３－｛［４－（Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイル）ピペリジル］メチル｝－５－フル
オロフェニル）（３－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
４－（｛４－フルオロ－３－［（ピリダジン－４－イルアミノ）カルボニルアミノ］フェ
ニル｝メチル）ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－（５－｛［（３Ｒ）－４－（エチルスルホニル）－３－（メトキシメチル）ピペラジ
ニル］メチル｝－２－フルオロフェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カ
ルボキサミド、
Ｎ－（５－フルオロ－３－｛［４－（Ｎ－メチルカルバモイル）ピペリジル］メチル｝フ
ェニル）（３－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
４－（｛４－フルオロ－３－［（イソオキサゾール－３－イルアミノ）カルボニルアミノ
］フェニル｝メチル）ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－｛３－［（（１Ｓ）－７－オキソ－８－オキサ－３，６－ジアザビシクロ［４．３．
０］ノン－３－イル）メチル］－５－フルオロフェニル｝［（６－メチル（３－ピリジル
））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛５－［（（１Ｓ）－７－オキソ－８－オキサ－３，６－ジアザビシクロ［４．３．
０］ノン－３－イル）メチル］－２－フルオロフェニル｝［（６－メチル（３－ピリジル
））アミノ］カルボキサミド、
４－［（５－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）エチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（５－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）エチル］ピペラジンカルボン酸エチル、
Ｎ－｛３－［（４－アセチルピペラジニル）エチル］－５－フルオロフェニル｝［（６－
メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［５－（１，４－ジアザペルヒドロエピニルメチル）－２－フルオロフェニル］［（
６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
４－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）メチル］－１，４－ジアザペルヒドロエピンカルボン酸メチル、
４－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）メチル］－１，４－ジアザペルヒドロエピンカルボン酸エチル、
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４－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）メチル］－１，４－ジアザペルヒドロエピンカルボン酸メチルエチル、
Ｎ－｛５－［（４－アセチル（１，４－ジアザペルヒドロエピニル））メチル］－２－フ
ルオロフェニル｝［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛５－［（１，４－ジオキサ－８－アザスピロ［４．５］デカ－８－イル）メチル］
－２－フルオロフェニル｝［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛２－フルオロ－５－［（４－メトキシピペリジル）メチル］フェニル｝［（６－メ
チル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［５－（アザペルヒドロエピニルメチル）－２－フルオロフェニル］［（６－メチル
（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛２－フルオロ－５－［（４－ピペリジルピペリジル）メチル］フェニル｝［（６－
メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－（５－｛［４－（シクロヘキシルメトキシ）ピペリジル］メチル｝－２－フルオロフ
ェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－（２－フルオロ－５－｛［２－（ヒドロキシメチル）モルホリン－４－イル］メチル
｝フェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－（２－フルオロ－５－｛［２－（メトキシメチル）モルホリン－４－イル］メチル｝
フェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
４－［（２，４－ジフルオロ－５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボ
ニルアミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－｛２－フルオロ－５－［（４－プロポキシピペリジル）メチル］フェニル｝［（６－
メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛２－フルオロ－５－［（４－メチルピペリジル）メチル］フェニル｝［（６－メチ
ル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［５－（｛４－［（ジメチルアミノ）スルホニル］（１，４－ジアザペルヒドロエピ
ニル）｝メチル）－２－フルオロフェニル］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］
カルボキサミド、
４－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）メチル］－１，４－ジアザペルヒドロエピンカルボン酸プロピル、
Ｎ－｛３－［（（１Ｒ）－７－オキソ－８－オキサ－３，６－ジアザビシクロ［４．３．
０］ノン－３－イル）メチル］－５－フルオロフェニル｝［（６－メチル（３－ピリジル
））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－（２－フルオロ－５－｛［４－（メチルスルホニル）（１，４－ジアザペルヒドロエ
ピニル）］メチル｝フェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミ
ド、
Ｎ－｛３－［（（１Ｒ）－８－メチル－７，７－ジオキソ－７－チア－３，６，８－トリ
アザビシクロ［４．３．０］ノン－３－イル）メチル］－５－フルオロフェニル｝［（６
－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－（５－｛［４－（エチルスルホニル）（１，４－ジアザペルヒドロエピニル）］メチ
ル｝－２－フルオロフェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミ
ド、
Ｎ－｛５－［（（１Ｒ）－８－メチル－７，７－ジオキソ－７－チア－３，６，８－トリ
アザビシクロ［４．３．０］ノン－３－イル）メチル］－２－フルオロフェニル｝［（６
－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［２－フルオロ－５－（｛４－［（メチルエチル）スルホニル］（１，４－ジアザペ
ルヒドロエピニル）｝メチル）フェニル］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カ
ルボキサミド、
Ｎ－｛３－［（（１Ｓ）－８－メチル－７，７－ジオキソ－７－チア－３，６，８－トリ
アザビシクロ［４．３．０］ノン－３－イル）メチル］－５－フルオロフェニル｝［（６
－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
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Ｎ－｛５－［（（１Ｓ）－８－メチル－７，７－ジオキソ－７－チア－３，６，８－トリ
アザビシクロ［４．３．０］ノン－３－イル）メチル］－２－フルオロフェニル｝［（６
－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛５－［（（１Ｒ）－７－オキソ－８－オキサ－３，６－ジアザビシクロ［４．３．
０］ノン－３－イル）メチル］－２－フルオロフェニル｝［（６－メチル（３－ピリジル
））アミノ］カルボキサミド、
４－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メトキシ（３－ピリジル））アミノ］カルボニル
アミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（２，４，５－トリフルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］
カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－［２－フルオロ－５－（｛４－［メチル（メチルスルホニル）アミノ］ピペリジル｝
メチル）フェニル］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛３－［３－（４－アセチルピペラジニル）プロピル］－５－フルオロフェニル｝［
（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
４－［３－（３－フルオロ－５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニ
ルアミノ｝フェニル）プロピル］ピペラジンカルボン酸メチル、
（ｔｅｒｔ－ブトキシ）－Ｎ－｛１－［（４－フルオロ－３－｛［（４－フルオロフェニ
ル）アミノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］（４－ピペリジル）｝－Ｎ－メチル
カルボキサミド、
Ｎ－（２－フルオロ－５－｛［４－（メチルアミノ）ピペリジル］メチル｝フェニル）［
（４－フルオロフェニル）アミノ］カルボキサミド
４－［（３－｛［（６－シアノ（３－ピリジル））アミノ］カルボニルアミノ｝－５－フ
ルオロフェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（３－｛［（６－シアノ（３－ピリジル））アミノ］カルボニルアミノ｝－５－フ
ルオロフェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸エチル、
４－［（３－｛［（６－シアノ（３－ピリジル））アミノ］カルボニルアミノ｝－５－フ
ルオロフェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチルエチル、
Ｎ－｛３－［（４－アセチルピペラジニル）メチル］－５－フルオロフェニル｝［（６－
シアノ（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［３－（｛４－［（ジメチルアミノ）スルホニル］ピペラジニル｝メチル）－５－フ
ルオロフェニル］［（６－シアノ（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
［（６－シアノ（３－ピリジル））アミノ］－Ｎ－（３－｛［４－（エチルスルホニル）
ピペラジニル］メチル｝－５－フルオロフェニル）カルボキサミド、
Ｎ－［２－フルオロ－５－（｛４－［メチル（メチルスルホニル）アミノ］ピペリジル｝
メチル）フェニル］［（４－フルオロフェニル）アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［５－（｛４－［（エチルスルホニル）メチルアミノ］ピペリジル｝メチル）－２－
フルオロフェニル］［（４－フルオロフェニル）アミノ］カルボキサミド、
（３Ｓ）－３－｛［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］
カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］メチルアミノ｝ピロリジンカルボン酸ｔｅｒｔ－
ブチル、
（３Ｓ）－３－｛［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］
カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］メチルアミノ｝ピロリジンカルボン酸メチル、
（３Ｒ）－３－｛［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］
カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］メチルアミノ｝ピロリジンカルボン酸メチル、
４－［（２－メチル－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルアミ
ノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（２－クロロ－５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルアミ
ノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
２－｛４－［（３－フルオロ－５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボ
ニルアミノ｝フェニル）メチル］ピペラジニル｝－Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド、
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４－［（３－｛［（６－アセチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルアミノ｝－５－
フルオロフェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸エチル、
Ｎ－｛３－［３－（４－アセチルピペラジニル）プロピル］－５－フルオロフェニル｝（
３－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
４－（３－｛３－フルオロ－５－［（３－ピリジルアミノ）カルボニルアミノ］フェニル
｝プロピル）ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－（３－｛３－［４－（エチルスルホニル）ピペラジニル］プロピル｝－５－フルオロ
フェニル）（３－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
４－［３－（３－フルオロ－５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニ
ルアミノ｝フェニル）プロピル］ピペラジンカルボン酸エチル、
４－［３－（３－フルオロ－５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニ
ルアミノ｝フェニル）プロピル］ピペラジンカルボン酸メチルエチル、
Ｎ－（３－｛３－［４－（エチルスルホニル）ピペラジニル］プロピル｝－５－フルオロ
フェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［３－（３－｛４－［（ジメチルアミノ）スルホニル］ピペラジニル｝プロピル）－
５－フルオロフェニル］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛３－［３－（４－アセチルピペラジニル）プロピル］－５－フルオロフェニル｝［
（６－メトキシ（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
４－［３－（３－フルオロ－５－｛［（６－メトキシ（３－ピリジル））アミノ］カルボ
ニルアミノ｝フェニル）プロピル］ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－（３－｛３－［４－（エチルスルホニル）ピペラジニル］プロピル｝－５－フルオロ
フェニル）［（６－メトキシ（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
４－［（３－｛［（６－アセチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルアミノ｝－５－
フルオロフェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－（５－｛［（（３Ｓ）ピロリジン－３－イル）メチルアミノ］メチル｝－２－フルオ
ロフェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
（３Ｒ）－３－｛［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］
カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］メチルアミノ｝ピロリジンカルボン酸ｔｅｒｔ－
ブチル、
Ｎ－（５－｛［（（３Ｒ）ピロリジン－３－イル）メチルアミノ］メチル｝－２－フルオ
ロフェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－エチル－Ｎ－｛１－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））ア
ミノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］（４－ピペリジル）｝メトキシカルボキサ
ミド、
エトキシ－Ｎ－エチル－Ｎ－｛１－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリ
ジル））アミノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］（４－ピペリジル）｝カルボキ
サミド、
Ｎ－［５－（｛４－［エチル（エチルスルホニル）アミノ］ピペリジル｝メチル）－２－
フルオロフェニル］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－エチル－Ｎ－｛１－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））ア
ミノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］（４－ピペリジル）｝アセトアミド、
４－［（３－｛［（６－シアノ（３－ピリジル））アミノ］カルボニルアミノ｝－４－フ
ルオロフェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（３－｛［（６－シアノ（３－ピリジル））アミノ］カルボニルアミノ｝－４－フ
ルオロフェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸エチル、
４－［（３－｛［（６－シアノ（３－ピリジル））アミノ］カルボニルアミノ｝－４－フ
ルオロフェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチルエチル、
Ｎ－｛５－［（４－アセチルピペラジニル）メチル］－２－フルオロフェニル｝［（６－
シアノ（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
４－［（３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルアミノ｝－５－（
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トリフルオロメチル）フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（２－メチル－５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルアミ
ノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（２，６－ジフルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボ
ニルアミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（４－クロロ－２－フルオロ－５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］
カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（１Ｒ）－１－（５－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ
］カルボニルアミノ｝フェニル）エチル］ピペラジンカルボン酸ｔｅｒｔ－ブチル、
４－［（１Ｒ）－１－（５－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ
］カルボニルアミノ｝フェニル）エチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（１Ｒ）－１－（５－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ
］カルボニルアミノ｝フェニル）エチル］ピペラジンカルボン酸エチル、
４－［（３－｛［（６－アセチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルアミノ｝－４－
フルオロフェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸エチル、
４－［（３－｛［（６－アセチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルアミノ｝－４－
フルオロフェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチルエチル、
［（６－アセチル（３－ピリジル））アミノ］－Ｎ－｛５－［（４－アセチルピペラジニ
ル）メチル］－２－フルオロフェニル｝カルボキサミド、
４－｛［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニル
アミノ｝フェニル）メチル］メチルアミノ｝ピペリジンカルボン酸メチル、
Ｎ－（５－｛［（１－アセチル（４－ピペリジル））メチルアミノ］メチル｝－２－フル
オロフェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［５－（｛［１－（エチルスルホニル）（４－ピペリジル）］メチルアミノ｝メチル
）－２－フルオロフェニル］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド
、
Ｎ－｛５－［（｛２－［（ｔｅｒｔ－ブトキシ）－Ｎ－メチルカルボニルアミノ］エチル
｝メチルアミノ）メチル］－２－フルオロフェニル｝［（６－メチル（３－ピリジル））
アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛５－［（｛２－［（ｔｅｒｔ－ブトキシ）－Ｎ－メチルカルボニルアミノ］エチル
｝メチルアミノ）メチル］－２－フルオロフェニル｝［（４－フルオロフェニル）アミノ
］カルボキサミド、
４－［（２－クロロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルアミ
ノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルアミノ｝－４－（
トリフルオロメチル）フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（１Ｓ）－１－（５－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ
］カルボニルアミノ｝フェニル）エチル］ピペラジンカルボン酸ｔｅｒｔ－ブチル、
４－［（１Ｓ）－１－（５－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ
］カルボニルアミノ｝フェニル）エチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（１Ｓ）－１－（５－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ
］カルボニルアミノ｝フェニル）エチル］ピペラジンカルボン酸エチル、
４－［（３－｛［（６－アセチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルアミノ｝－４－
フルオロフェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－［２－フルオロ－５－（モルホリン－４－イルメチル）フェニル］［（４－フルオロ
フェニル）アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［２－フルオロ－５－（｛メチル［２－（メチルアミノ）エチル］アミノ｝メチル）
フェニル］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［２－フルオロ－５－（｛メチル［２－（メチルアミノ）エチル］アミノ｝メチル）
フェニル］［（４－フルオロフェニル）アミノ］カルボキサミド、
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Ｎ－（２－｛［（４－フルオロ－３－｛［（４－フルオロフェニル）アミノ］カルボニル
アミノ｝フェニル）メチル］メチルアミノ｝エチル）メトキシ－Ｎ－メチルカルボキサミ
ド、
Ｎ－（２－｛［（４－フルオロ－３－｛［（４－フルオロフェニル）アミノ］カルボニル
アミノ｝フェニル）メチル］メチルアミノ｝エチル）－Ｎ－メチルアセトアミド、
４－［（２－シアノ－５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルアミ
ノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（３，４－ジフルオロ－５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボ
ニルアミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－｛２－フルオロ－５－［（メチル｛２－［メチル（メチルスルホニル）アミノ］エチ
ル｝アミノ）メチル］フェニル｝［（４－フルオロフェニル）アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛５－［（｛２－［（エチルスルホニル）メチルアミノ］エチル｝メチルアミノ）メ
チル］－２－フルオロフェニル｝［（４－フルオロフェニル）アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［５－フルオロ－３－（モルホリン－４－イルメチル）フェニル］［（４－フルオロ
フェニル）アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－（２－｛［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カル
ボニルアミノ｝フェニル）メチル］メチルアミノ｝エチル）メトキシ－Ｎ－メチルカルボ
キサミド、
Ｎ－（２－｛［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カル
ボニルアミノ｝フェニル）メチル］メチルアミノ｝エチル）－Ｎ－メチルアセトアミド、
４－［（１Ｓ）－１－（３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）エチル］ピペラジンカルボン酸ｔｅｒｔ－ブチル、
Ｎ－［３－（（１Ｓ）－１－ピペラジニルエチル）フェニル］［（６－メチル（３－ピリ
ジル））アミノ］カルボキサミド、
４－［（１Ｓ）－１－（３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）エチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（１Ｓ）－１－（３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）エチル］ピペラジンカルボン酸エチル、
Ｎ－（３－｛（１Ｓ）－１－［４－（エチルスルホニル）ピペラジニル］エチル｝フェニ
ル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛３－［（１Ｓ）－１－（４－アセチルピペラジニル）エチル］フェニル｝［（６－
メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛２－フルオロ－５－［（メチル｛２－［メチル（メチルスルホニル）アミノ］エチ
ル｝アミノ）メチル］フェニル｝［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサ
ミド、
Ｎ－｛５－［（｛２－［（エチルスルホニル）メチルアミノ］エチル｝メチルアミノ）メ
チル］－２－フルオロフェニル｝［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサ
ミド、
４－［（１Ｒ）－１－（３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）エチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（１Ｒ）－１－（３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）エチル］ピペラジンカルボン酸エチル、
４－（５－｛［（６－メチル－３－ピリジル）アミノ］カルボニルアミノ｝－１，２，３
，４－テトラヒドロナフチル）ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（１Ｓ）－１－（２－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ
］カルボニルアミノ｝フェニル）エチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（１Ｓ）－１－（２－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ
］カルボニルアミノ｝フェニル）エチル］ピペラジンカルボン酸エチル、
Ｎ－｛３－［（１Ｓ）－１－（４－アセチルピペラジニル）エチル］－２－フルオロフェ
ニル｝［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
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（３Ｒ）－４－メチル－３－［（３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カル
ボニルアミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
（３Ｓ）－４－メチル－３－［（３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カル
ボニルアミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（２，４－ジフルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボ
ニルアミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
（ｔｅｒｔ－ブトキシ）－Ｎ－［２－（５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ
］カルボニルアミノ｝（２－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリル））エチル］カ
ルボキサミド、
Ｎ－［２－（２－アミノエチル）（５－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリル）］
［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
４－［（２，５－ジフルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボ
ニルアミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
メトキシ－Ｎ－［２－（５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝（２－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリル））エチル］カルボキサミド、
｛メトキシ－Ｎ－［２－（５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニル
アミノ｝（２－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリル））エチル］カルボニルアミ
ノ｝ギ酸メチル、
（ｔｅｒｔ－ブトキシ）－Ｎ－メチル－Ｎ－［２－（５－｛［（６－メチル（３－ピリジ
ル））アミノ］カルボニルアミノ｝（２－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリル）
）エチル］カルボキサミド、
［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］－Ｎ－｛２－［２－（メチルアミノ）エチル
］（５－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリル）｝カルボキサミド、
４－［２－（３－｛［（６－メチル－３－ピリジル）アミノ］カルボニルアミノ｝フェニ
ル）エチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［２－（３－｛［（６－メチル－３－ピリジル）アミノ］カルボニルアミノ｝フェニ
ル）エチル］ピペラジンカルボン酸エチル、
Ｎ－（３－｛２－［４－（エチルスルホニル）ピペラジニル］エチル｝フェニル）［（６
－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［２－（５－｛［（６－メチル－３－ピリジル）アミノ］カルボニルアミノ｝－２－
１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリル）エチル］アセトアミド、
Ｎ－［２－（２－｛［（ジメチルアミノ）スルホニル］アミノ｝エチル）（５－１，２，
３，４－テトラヒドロイソキノリル）］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カル
ボキサミド、
Ｎ－（２－｛２－［（ジメチルアミノ）カルボニルアミノ］エチル｝（５－１，２，３，
４－テトラヒドロイソキノリル））［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキ
サミド、
４－［３－（２－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニ
ルアミノ｝フェニル）プロピル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－（４－｛［（６－メチル－３－ピリジル）アミノ］カルボニルアミノ｝インダニル）
ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［３－（２－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニ
ルアミノ｝フェニル）プロピル］ピペラジンカルボン酸ｔｅｒｔ－ブチル、
メトキシ－Ｎ－メチル－Ｎ－［２－（５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］
カルボニルアミノ｝（２－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリル））エチル］カル
ボキサミド、
Ｎ－（２－｛２－［（エチルスルホニル）メチルアミノ］エチル｝（５－１，２，３，４
－テトラヒドロイソキノリル））［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサ
ミド、
Ｎ－［２－（２－｛［（ジメチルアミノ）スルホニル］メチルアミノ｝エチル）（５－１
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，２，３，４－テトラヒドロイソキノリル）］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ
］カルボキサミド、
（ジメチルアミノ）－Ｎ－メチル－Ｎ－［２－（５－｛［（６－メチル（３－ピリジル）
）アミノ］カルボニルアミノ｝（２－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリル））エ
チル］カルボキサミド、
Ｎ－メチル－Ｎ－［２－（５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニル
アミノ｝（２－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリル））エチル］アセトアミド、
［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］－Ｎ－（２－｛３－［（フェニルメトキシ）
カルボニルアミノ］プロピル｝（５－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリル））カ
ルボキサミド、
Ｎ－｛２－［２－（ジエチルアミノ）エチル］（５－１，２，３，４－テトラヒドロイソ
キノリル）｝［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［２－（３－｛［（ジメチルアミノ）スルホニル］アミノ｝プロピル）（５－１，２
，３，４－テトラヒドロイソキノリル）］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カ
ルボキサミド、
Ｎ－（２－｛３－［（エチルスルホニル）アミノ］プロピル｝（５－１，２，３，４－テ
トラヒドロイソキノリル））［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド
、
４－［（２－ヒドロキシ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニル
アミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－（３－｛［４－（エチルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝－２－ヒドロキシフェ
ニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－（３－｛２－［４－（Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイル）ピペラジニル］エチル｝フェ
ニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［３－（２－｛４－［（ジメチルアミノ）スルホニル］ピペラジニル｝エチル）フェ
ニル］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］－Ｎ－（３－｛２－［４－（メチルスルホニ
ル）ピペラジニル］エチル｝フェニル）カルボキサミド、
４－［（２－ヒドロキシ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニル
アミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸エチル、
Ｎ－（２－ヒドロキシ－３－｛［４－（メチルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝フェ
ニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛３－［２－（４－アセチルピペラジニル）エチル］フェニル｝［（６－メチル（３
－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［２－フルオロ－３－（３－ピペラジニルプロピル）フェニル］［（６－メチル（３
－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－（３－｛３－［４－（エチルスルホニル）ピペラジニル］プロピル｝－２－フルオロ
フェニル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛３－［３－（４－アセチルピペラジニル）プロピル］－２－フルオロフェニル｝［
（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
４－［３－（２－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニ
ルアミノ｝フェニル）プロピル］ピペラジンカルボン酸エチル、
４－［（３－｛［（１－ヒドロキシ－６－メチル－３－ピリジル）アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（２－フルオロ－３－｛［（１－ヒドロキシ－６－メチル（３－ピリジル））アミ
ノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
（２Ｓ，６Ｒ）－４－［（２－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミ
ノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］－２，６－ジメチルピペラジンカルボン酸フ
ェニルメチル、
Ｎ－｛３－［（（３Ｓ，５Ｒ）－４－アセチル－３，５－ジメチルピペラジニル）メチル
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］－２－フルオロフェニル｝［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド
、
４－［（２－フルオロ－３－｛［Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル））カルバモイル］ア
ミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸ｔｅｒｔ－ブチル、
４－［（２－フルオロ－３－｛［Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル））カルバモイル］ア
ミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸エチル、
（｛３－［（４－アセチルピペラジニル）メチル］－２－フルオロフェニル｝アミノ）－
Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル））カルボキサミド、
｛［３－（｛４－［（ジメチルアミノ）スルホニル］ピペラジニル｝メチル）－２－フル
オロフェニル］アミノ｝－Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル））カルボキサミド、
［（３－｛［４－（Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイル）ピペラジニル］メチル｝－２－フル
オロフェニル）アミノ］－Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル））カルボキサミド、
［（３－｛［４－（エチルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝－２－フルオロフェニル
）アミノ］－Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル））カルボキサミド、
［（２－フルオロ－３－｛［４－（メチルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝フェニル
）アミノ］－Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル））カルボキサミド、
（２Ｓ，６Ｒ）－４－［（２－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミ
ノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］－２，６－ジメチルピペラジンカルボン酸メ
チル、
Ｎ－｛３－［（（３Ｓ，５Ｒ）－３，５－ジメチルピペラジニル）メチル］－２－フルオ
ロフェニル｝［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
４－［（２－フルオロ－３－｛［（５－メチルイソオキサゾール－３－イル）アミノ］カ
ルボニルアミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（２－フルオロ－３－｛［（４－フルオロフェニル）アミノ］カルボニルアミノ｝
フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－（４－｛［（６－メチル－３－ピリジル）アミノ］カルボニルアミノ｝インダニル）
ピペラジンカルボン酸ｔｅｒｔ－ブチル、
４－［（３－｛［Ｎ－（６－シアノ（３－ピリジル））カルバモイル］アミノ｝－２－フ
ルオロフェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（３－｛［Ｎ－（６－アセチル（３－ピリジル））カルバモイル］アミノ｝－２－
フルオロフェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－｛［２－フルオロ－３－（｛Ｎ－［６－（トリフルオロメチル）（３－ピリジル）］
カルバモイル｝アミノ）フェニル］メチル｝ピペラジンカルボン酸メチル、
４－（｛２－フルオロ－３－［（Ｎ－（４－ピリジル）カルバモイル）アミノ］フェニル
｝メチル）ピペラジンカルボン酸メチル、
［（３－｛［４－（アゼチジニルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝－２－フルオロフ
ェニル）アミノ］－Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル））カルボキサミド、
［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］－Ｎ－（１－ピペラジニルインダン－４－イ
ル）カルボキサミド、
Ｎ－［１－（４－アセチルピペラジニル）インダン－４－イル］［（６－メチル（３－ピ
リジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－｛１－［４－（Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイル）ピペラジニル］インダン－４－イル
｝［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］－Ｎ－｛１－［４－（メチルスルホニル）ピ
ペラジニル］インダン－４－イル｝カルボキサミド、
４－［（４－｛［（６－メチル－３－ピリジル）アミノ］カルボニルアミノ｝インダン－
２－イル）メチル］ピペラジンカルボン酸ｔｅｒｔ－ブチル、
４－［（４－｛［（６－メチル－３－ピリジル）アミノ］カルボニルアミノ｝インダン－
２－イル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（４－｛［（６－メチル－３－ピリジル）アミノ］カルボニルアミノ｝インダン－
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２－イル）メチル］ピペラジンカルボン酸エチル、
Ｎ－｛２－［（４－アセチルピペラジニル）メチル］インダン－４－イル｝［（６－メチ
ル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－（２－｛［４－（Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイル）ピペラジニル］メチル｝インダン
－４－イル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－（２－｛［４－（エチルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝インダン－４－イル）
［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［２－（｛４－［（ジメチルアミノ）スルホニル］ピペラジニル｝メチル）インダン
－４－イル］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
（５Ｓ，３Ｒ）－４－［（２－フルオロ－３－｛［Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル））
カルバモイル］アミノ｝フェニル）メチル］－３，５－ジメチルピペラジンカルボン酸ｔ
ｅｒｔ－ブチル、
（５Ｓ，３Ｒ）－４－［（２－フルオロ－３－｛［Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル））
カルバモイル］アミノ｝フェニル）メチル］－３，５－ジメチルピペラジンカルボン酸メ
チル、
（｛３－［（（６Ｓ，２Ｒ）－４－アセチル－２，６－ジメチルピペラジニル）メチル］
－２－フルオロフェニル｝アミノ）－Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル））カルボキサミ
ド、
｛（５Ｓ，３Ｒ）－４－［（２－フルオロ－３－｛［Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル）
）カルバモイル］アミノ｝フェニル）メチル］－３，５－ジメチルピペラジニル｝－Ｎ，
Ｎ－ジメチルカルボキサミド、
［（３－｛［（６Ｓ，２Ｒ）－４－（エチルスルホニル）－２，６－ジメチルピペラジニ
ル］メチル｝－２－フルオロフェニル）アミノ］－Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル））
カルボキサミド、
｛［３－（｛（６Ｓ，２Ｒ）－４－［（ジメチルアミノ）スルホニル］－２，６－ジメチ
ルピペラジニル｝メチル）－２－フルオロフェニル］アミノ｝－Ｎ－（６－メチル（３－
ピリジル））カルボキサミド、
Ｎ－［２－フルオロ－３－（１，２，４－トリアゾロ［３，４－ｃ］ピペラジン－７－イ
ルメチル）フェニル］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
２－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルアミノ｝安
息香酸、
Ｎ－｛２－フルオロ－３－［（３－メチル（１，２，４－トリアゾロ［３，４－ｃ］ピペ
ラジン－７－イル））メチル］フェニル｝［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カ
ルボキサミド、
Ｎ－｛３－［（３－エチル（１，２，４－トリアゾロ［３，４－ｃ］ピペラジン－７－イ
ル））メチル］－２－フルオロフェニル｝［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カ
ルボキサミド、
Ｎ－（２－フルオロ－３－｛［４－（メチルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝フェニ
ル）（４－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
Ｎ－（３－｛［４－（エチルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝－２－フルオロフェニ
ル）（４－ピリジルアミノ）カルボキサミド、
４－（２－フルオロ－３－（３－（ピリジン－３－イル）ウレイド）ベンジル）ピペラジ
ン－１－カルボン酸エチル、
１－（３－（（４－アセチルピペラジン－１－イル）メチル）－２－フルオロフェニル）
－３－（ピリジン－３－イル）尿素、
４－（２－フルオロ－３－（３－（ピリジン－３－イル）ウレイド）ベンジル）ピペラジ
ン－１－カルボン酸メチル、
４－（２－フルオロ－３－（３－（６－フルオロピリジン－３－イル）ウレイド）ベンジ
ル）ピペラジン－１－カルボン酸メチル、
４－（２－フルオロ－３－（３－（６－メチルピリジン－３－イル）ウレイド）ベンジル
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）ピペラジン－１－カルボン酸メチル、
４－（２－フルオロ－３－（３－（ピリジン－３－イル）ウレイド）ベンジル）－３，５
－ジメチルピペラジン－１－カルボン酸（３Ｒ，５Ｓ）－ｔｅｒｔ－ブチル、
１－（３－（（（２Ｒ，６Ｓ）－４－アセチル－２，６－ジメチルピペラジン－１－イル
）メチル）－２－フルオロフェニル）－３－（ピリジン－３－イル）尿素、
（３Ｒ，５Ｓ）－４－（２－フルオロ－３－（３－（ピリジン－３－イル）ウレイド）ベ
ンジル）－Ｎ，Ｎ，３，５－テトラメチルピペラジン－１－カルボキサミド、
４－（２－フルオロ－３－（３－（ピリジン－３－イル）ウレイド）ベンジル）－２，６
－ジメチルピペラジン－１－カルボン酸（２Ｓ，６Ｒ）－ベンジル、
１－（３－（（（３Ｓ，５Ｒ）－３，５－ジメチルピペラジン－１－イル）メチル）－２
－フルオロフェニル）－３－（ピリジン－３－イル）尿素、
４－（２－フルオロ－３－（３－（ピリジン－３－イル）ウレイド）ベンジル）ピペラジ
ン－１－カルボン酸ｔｅｒｔ－ブチル、
４－（２－フルオロ－３－（３－（ピリジン－３－イル）ウレイド）ベンジル）－３，５
－ジメチルピペラジン－１－カルボン酸（３Ｒ，５Ｓ）－メチル、
４－（２－フルオロ－３－（３－ピリジン－３－イルウレイド）ベンジル）ピペラジン－
１－カルボン酸メチル、
４－（２－フルオロ－３－（３－（ピリジン－３－イル）ウレイド）ベンジル）－２，６
－ジメチルピペラジン－１－カルボン酸（２Ｓ，６Ｒ）－メチル、
４－（２－フルオロ－３－（３－（ピリジン－３－イル）ウレイド）ベンジル）－Ｎ，Ｎ
－ジメチルピペラジン－１－カルボキサミド、
４－（２－フルオロ－３－（３－（ピリジン－３－イル）ウレイド）ベンジル）－Ｎ，Ｎ
－ジメチルピペラジン－１－スルホンアミド、
１－（３－（（４－（エチルスルホニル）ピペラジン－１－イル）メチル）－２－フルオ
ロフェニル）－３－（ピリジン－３－イル）尿素、
１－（２－フルオロ－３－（（４－（メチルスルホニル）ピペラジン－１－イル）メチル
）フェニル）－３－（ピリジン－３－イル）尿素、
１－（３－（（４－（アゼチジン－１－イルスルホニル）ピペラジン－１－イル）メチル
）－２－フルオロフェニル）－３－（ピリジン－３－イル）尿素、
１－（３－（（（２Ｒ，６Ｓ）－４－（エチルスルホニル）－２，６－ジメチルピペラジ
ン－１－イル）メチル）－２－フルオロフェニル）－３－（ピリジン－３－イル）尿素、
（３Ｒ，５Ｓ）－４－（２－フルオロ－３－（３－（ピリジン－３－イル）ウレイド）ベ
ンジル）－Ｎ，Ｎ，３，５－テトラメチルピペラジン－１－スルホンアミド、
４－（２－フルオロ－３－（３－（イソオキサゾール－３－イル）ウレイド）ベンジル）
ピペラジン－１－カルボン酸メチル、
４－（４－フルオロ－３－（３－（ピリジン－３－イル）ウレイド）ベンジル）ピペラジ
ン－１－カルボン酸エチル、
４－（２－フルオロ－３－（３－（ピリジン－３－イル）ウレイド）ベンジル）ピペラジ
ン－１－カルボン酸メチル、
４－（２，６－ジフルオロ－３－（３－（ピリジン－３－イル）ウレイド）ベンジル）ピ
ペラジン－１－カルボン酸メチル、
４－（３，４－ジフルオロ－５－（３－（ピリジン－３－イル）ウレイド）ベンジル）ピ
ペラジン－１－カルボン酸メチル、
４－（１－（２－フルオロ－３－（３－（ピリジン－３－イル）ウレイド）フェニル）エ
チル）ピペラジン－１－カルボン酸（Ｓ）－エチル、
４－（１－（２－フルオロ－３－（３－（６－ピリジン－３－イル）ウレイド）フェニル
）エチル）ピペラジン－１－カルボン酸（Ｓ）－メチル、
４－（２，５－ジフルオロ－３－（３－（ピリジン－３－イル）ウレイド）ベンジル）ピ
ペラジン－１－カルボン酸メチル、
４－（３－（２－フルオロ－３－（３－（ピリジン－３－イル）ウレイド）フェニル）プ
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ロピル）ピペラジン－１－カルボン酸メチル、
４－（３－（２－フルオロ－３－（３－（ピリジン－３－イル）ウレイド）フェニル）プ
ロピル）ピペラジン－１－カルボン酸エチル、
４－（３－（３－フルオロ－５－（３－（ピリジン－３－イル）ウレイド）フェニル）プ
ロピル）ピペラジン－１－カルボン酸メチル、
エタンスルホン酸｛３－フルオロ－５－［３－（６－メチル－ピリジン－３－イル）－ウ
レイド］－ベンジル｝－メチル－アミド、
エタンスルホン酸｛３－フルオロ－５－［３－（ピリジン－３－イル）－ウレイド］－ベ
ンジル｝－メチル－アミド、
１－［３－（４－アセチル－ピペラジン－１－イルメチル）－５－フルオロ－フェニル］
－３－（ピリジン－３－イル）－尿素、
１－［３－フルオロ－５－（４－メタンスルホニル－ピペラジン－１－イルメチル）－フ
ェニル］－３－（ピリジン－３－イル）－尿素、
１－｛３－フルオロ－５－［４－（２－メトキシ－アセチル）－ピペラジン－１－イルメ
チル］－フェニル｝－３－（ピリジン－３－イル）－尿素、
１－｛３－フルオロ－５－［４－（プロパン－２－スルホニル）－ピペラジン－１－イル
メチル］－フェニル｝－３－（ピリジン－３－イル）－尿素、
１－｛３－フルオロ－５－［４－（プロパン－１－スルホニル）－ピペラジン－１－イル
メチル］－フェニル｝－３－（ピリジン－３－イル）－尿素、
１－［３－（４－エタンスルホニル－ピペラジン－１－イルメチル）－５－フルオロ－フ
ェニル］－３－（２－メチル－ピリミジン－５－イル）－尿素、
４－｛３－フルオロ－５－［３－（２－メチル－ピリミジン－５－イル）－ウレイド］－
ベンジル｝－ピペラジン－１－スルホン酸ジメチルアミド、
４－｛３－フルオロ－５－［３－（ピリミジン－５－イル）－ウレイド］－ベンジル｝－
ピペラジン－１－カルボン酸メチルエステル、
（Ｓ）－Ｎ－（１－（３－フルオロ－５－（３－（６－メチルピリジン－３－イル）ウレ
イド）ベンジル）ピペリジン－３－イル）－Ｎ－メチル－（Ｎ’，Ｎ’－ジメチルアミノ
）スルホンアミド、
（Ｓ）－Ｎ－（１－（３－フルオロ－５－（３－ピリジン－３－イルウレイド）ベンジル
）ピペリジン－３－イル）－Ｎ－メチル－（Ｎ’，Ｎ’－ジメチルアミノ）スルホンアミ
ド、
（Ｅ）－Ｎ’－シアノ－４－（３－フルオロ－５－（３－ピリジン－３－イルウレイド）
ベンジル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルピペラジン－１－カルボキシイミドアミド、及び
（Ｓ）－１－（３－（１－（４－アセチルピペラジン－１－イル）エチル）フェニル）－
３－（６－メチルピリジン－３－イル）尿素
から選択される請求項１に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項４６】
　式１を有する化合物が、
４－［（３－フルオロ－５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－（３－｛［４－（エチルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝－５－フルオロフェニ
ル）［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
Ｎ－［５－（｛４－［（ジメチルアミノ）スルホニル］ピペラジニル｝メチル）－２－フ
ルオロフェニル］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、
４－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（３－｛［（６－メチル－３－ピリジル）アミノ］カルボニルアミノ｝フェニル）
メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
Ｎ－［３－（｛４－［（ジメチルアミノ）スルホニル］ピペラジニル｝メチル）フェニル
］［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボキサミド、



(28) JP 2008-503467 A5 2008.7.3

（２Ｓ）－４－［（５－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カ
ルボニルアミノ｝フェニル）メチル］－２－（メトキシメチル）ピペラジンカルボン酸メ
チル、
Ｎ－［５－フルオロ－３－（｛４－［メチル（メチルスルホニル）アミノ］ピペリジル｝
メチル）フェニル］［（４－フルオロフェニル）アミノ］カルボキサミド、
４－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸エチル、
（２Ｓ）－４－［（４－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カ
ルボニルアミノ｝フェニル）メチル］－２－（メトキシメチル）ピペラジンカルボン酸メ
チル、
４－［（２－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
［（６－シアノ（３－ピリジル））アミノ］－Ｎ－（３－｛［４－（エチルスルホニル）
ピペラジニル］メチル｝－５－フルオロフェニル）カルボキサミド、
４－［（２，６－ジフルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボ
ニルアミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（１Ｓ）－１－（５－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ
］カルボニルアミノ｝フェニル）エチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（１Ｓ）－１－（５－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ
］カルボニルアミノ｝フェニル）エチル］ピペラジンカルボン酸エチル、
４－［（３，４－ジフルオロ－５－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボ
ニルアミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（１Ｓ）－１－（３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニルア
ミノ｝フェニル）エチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（１Ｓ）－１－（２－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ
］カルボニルアミノ｝フェニル）エチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（１Ｓ）－１－（２－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ
］カルボニルアミノ｝フェニル）エチル］ピペラジンカルボン酸エチル、
４－［（２，４－ジフルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボ
ニルアミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（２，５－ジフルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボ
ニルアミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［３－（２－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニ
ルアミノ｝フェニル）プロピル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［３－（２－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミノ］カルボニ
ルアミノ｝フェニル）プロピル］ピペラジンカルボン酸エチル、
４－［（２－フルオロ－３－｛［Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル））カルバモイル］ア
ミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸エチル、
｛［３－（｛４－［（ジメチルアミノ）スルホニル］ピペラジニル｝メチル）－２－フル
オロフェニル］アミノ｝－Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル））カルボキサミド、
［（３－｛［４－（Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイル）ピペラジニル］メチル｝－２－フル
オロフェニル）アミノ］－Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル））カルボキサミド、
［（３－｛［４－（エチルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝－２－フルオロフェニル
）アミノ］－Ｎ－（６－メチル（３－ピリジル））カルボキサミド、
（２Ｓ，６Ｒ）－４－［（２－フルオロ－３－｛［（６－メチル（３－ピリジル））アミ
ノ］カルボニルアミノ｝フェニル）メチル］－２，６－ジメチルピペラジンカルボン酸メ
チル、
４－［（２－フルオロ－３－｛［（５－メチルイソオキサゾール－３－イル）アミノ］カ
ルボニルアミノ｝フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（２－フルオロ－３－｛［（４－フルオロフェニル）アミノ］カルボニルアミノ｝
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フェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（３－｛［Ｎ－（６－シアノ（３－ピリジル））カルバモイル］アミノ｝－２－フ
ルオロフェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－［（３－｛［Ｎ－（６－アセチル（３－ピリジル））カルバモイル］アミノ｝－２－
フルオロフェニル）メチル］ピペラジンカルボン酸メチル、
４－｛［２－フルオロ－３－（｛Ｎ－［６－（トリフルオロメチル）（３－ピリジル）］
カルバモイル｝アミノ）フェニル］メチル｝ピペラジンカルボン酸メチル、
４－（｛２－フルオロ－３－［（Ｎ－（４－ピリジル）カルバモイル）アミノ］フェニル
｝メチル）ピペラジンカルボン酸メチル、及び
Ｎ－（２－フルオロ－３－｛［４－（メチルスルホニル）ピペラジニル］メチル｝フェニ
ル）（４－ピリジルアミノ）カルボキサミド
から選択される請求項１に記載の少なくとも１つの化学物質。
【請求項４７】
　製薬上許容される賦形剤、担体または佐剤及び少なくとも１つの請求項１～４６のいず
れか１項に記載の化学物質を含む医薬組成物。
【請求項４８】
　注射液剤、エアゾール剤、錠剤、丸剤、カプセル剤、シロップ剤、クリーム剤、ゲル剤
及び経皮パッチ剤から選択される形態で製剤化されている請求項４７に記載の医薬組成物
。
【請求項４９】
　請求項４７または４８に記載の医薬組成物及び心疾患を患っている患者を治療するため
の該組成物の使用説明書を含む包装医薬組成物。
【請求項５０】
　心疾患が心不全である請求項４９に記載の包装医薬組成物。
【請求項５１】
　少なくとも１つの請求項１～４６のいずれか１項に記載の化学物質を含む、哺乳動物に
おいて心疾患を治療するための医薬組成物。
【請求項５２】
　心疾患が心不全である請求項５１に記載の医薬組成物。
【請求項５３】
　心不全がうっ血性心不全である請求項５２に記載の医薬組成物。
【請求項５４】
　心不全が収縮期心不全である請求項５２に記載の医薬組成物。
【請求項５５】
　少なくとも１つの請求項１～４６のいずれか１項に記載の化学物質を含む、哺乳動物に
おいて心臓筋節をモジュレートするための医薬組成物。
【請求項５６】
　少なくとも１つの請求項１～４６のいずれか１項に記載の化学物質を含む、哺乳動物に
おいて心臓ミオシンを増強するための医薬組成物。
【請求項５７】
　式Ｉ：



(30) JP 2008-503467 A5 2008.7.3

【化６】

（式中、
　ｎは１、２または３であり；
　Ｗ、Ｘ、Ｙ及びＺは独立して－Ｃ＝または－Ｎ＝であり、ただしＷ、Ｘ、Ｙ及びＺの２
個以下が－Ｎ＝であり；
　Ｒ２は場合により置換されているアリール、場合により置換されているアルアルキル、
場合により置換されているシクロアルキル、場合により置換されているヘテロアリール、
場合により置換されているヘテロアルアルキル、または場合により置換されているヘテロ
シクロアルキルであり；
　Ｗが－Ｃ＝のときにはＲ３は水素、ハロ、シアノ、場合により置換されているアルキル
、場合により置換されているヘテロシクロアルキル、または場合により置換されているヘ
テロアリールであり、Ｗが－Ｎ＝のときにはＲ３は存在せず；
　Ｙが－Ｃ＝のときにはＲ４は水素、ハロ、シアノ、場合により置換されているアルキル
、場合により置換されているヘテロシクロアルキル、または場合により置換されているヘ
テロアリールであり、Ｙが－Ｎ＝のときにはＲ４は存在せず；
　Ｘが－Ｃ＝のときにはＲ５は水素、ハロ、シアノ、場合により置換されているアルキル
、場合により置換されているヘテロシクロアルキル、または場合により置換されているヘ
テロアリールであり、Ｘが－Ｎ＝のときにはＲ５は存在せず；
　Ｚが－Ｃ＝のときにはＲ１３は水素、ハロ、シアノ、ヒドロキシ、場合により置換され
ているアルキル、場合により置換されているヘテロシクロアルキル、または場合により置
換されているヘテロアリールであり、Ｚが－Ｎ＝のときにはＲ１３は存在せず；
　Ｒ６及びＲ７は独立して水素、アミノカルボニル、アルコキシカルボニル、場合により
置換されているアルキル、または場合により置換されているアルコキシであり、或いはＲ

６及びＲ７はこれらが結合している炭素と一緒になって、場合により置換されている３～
７員環を形成し、この環は場合により環中にＮ、Ｏ及びＳから選択される１～２個の追加
ヘテロ原子を含む）
を有する化合物の製造方法であって、
　式４００：

【化７】
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を有する化合物を式４０１：
【化８】

を有する化合物に変換するステップ、
　式４０１を有する化合物を式４０２：

【化９】

（式中、ＲはＯ及びＮＨから選択される）
を有する化合物に加水分解するステップ、
　式４０２を有する化合物を式Ｒ１－Ｈ（式中、Ｒ１は場合により置換されているアミノ
または場合により置換されているヘテロシクロアルキルである）を有する化合物と接触さ
せて、式４０３：
【化１０】

を有する化合物を形成するステップ、及び
　式４０３を有する化合物を式Ｒ２－ＮＣＯを有する化合物と接触させて、式Ｉ
を有する化合物を生成するステップ
を含む前記方法。
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